
 

 

 

 

                                                  

 
 

  

  

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

  

 

 

 

 

 

  

   

 

  

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

ＪＡ京都中央 令和５年８月１日 No.６６３ 作成者 荒木俊光 

 

猛暑の夏、水稲の高温対策はどうするのか？ 

)) 
―ＴＡＣ information―  

水稲では出穂後 20 日間の平

均気温が 27℃以上で背白粒、基

白粒などの白未熟粒が発生し、

28℃以上で多発します。今年

は、早生種では出穂が例年より

５日程度早まっており、7 月下

旬の平均気温は 30℃を超えて

います。 

玄米の白い部分は、でんぷん

が十分に蓄積せず隙間ができ

ていることによります。これら

白未熟粒は、基本的に光合成が

十分に行えないことに起因し

ます。根張り充実のための対

策、籾数が過剰にならない対策

を行うことが必要です。 

JA 京都中央大原野事業センターで標記展示会が開催さ

れます。コンバイン、田植機、トラクター、小型農業機械、

農具ほか多数取り揃えております。恒例の除草剤特価販売

などもあります。 

8月 4日（金）9:00～15:00 

8月 5日（土）9:00～12:00  

大原野事業センター 京都市西京区大原野灰方町 941  

ＴＥＬ075-331-7947 

今週末 2023農業機械大展示会！！  

 

≪高温障害の対策≫ 

１ かけ流し灌がいや間断灌がいを行う。（かけ流しは夜間の効果が高い） 

２ 籾数が過剰にならないよう１回目の穂肥を半分にする。一発肥料で元肥量が少く追肥

をする場合は、追肥量を減らす。 

３ 出穂１０～２０日前のフジワン粒剤施用（４ｋｇ/１０ａ）。効果「高温登熟下における

白未熟粒の発生軽減」。発根促進による吸水量、光合成量の増大が図れます。 

４ ケイ酸カリを中干し前に施用（４０ｋｇ/１０ａ）。今年度はすでに時期を過ぎています。 

 

 

基白粒 背白粒 乳白粒 

写真はイメージです 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イノシシの被害があるところでは、イノシシの特徴を確認して

対策を実施しましょう（以下、京都府資料より） 


